
○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

1
　

前
年

度
に

実
施

し
た

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

結
果

に
つ

い
て

、
3
,0

0
0
件

の
調

査
対

象
に

つ
い

て
、

有
効

回
答

数
5
2
7
票

で
あ

る
が

、
そ

の
信

頼
度

は
あ

る
と

い
っ

て
よ

い
か

。
　

統
計

学
上

、
信

頼
度

に
つ

い
て

は
、

3
,0

0
0
件

に
対

し
て

5
0
0
件

以
上

の
回

答
が

あ
れ

ば
、

信
頼

度
は

あ
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

-
-
-

企
画

政
策

課

2
　

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
と

行
政

内
部

で
行

っ
た

行
政

内
評

価
に

つ
い

て
、

ク
ロ

ス
分

析
を

し
て

い
る

資
料

等
は

あ
る

か
。

（
例

え
ば

、
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

満
足

度
が

C
で

あ
る

が
、

行
政

内
評

価
で

は
A

と
で

て
い

る
も

の
な

ど
）

　
現

時
点

で
そ

れ
ら

を
ク

ロ
ス

分
析

し
て

い
る

資
料

を
作

成
し

て
い

な
い

の
で

、
次

回
の

審
議

会
ま

で
に

は
資

料
と

し
て

添
付

で
き

る
よ

う
調

整
し

て
い

き
ま

す
。

-
-
-

企
画

政
策

課

3
　

計
画

に
挙

げ
ら

れ
て

い
る

事
業

の
中

で
、

自
主

財
源

で
お

こ
な

わ
れ

て
い

る
事

業
は

ど
う

い
っ

た
事

業
が

あ
り

ま
す

か
。

計
画

に
乗

せ
た

ら
重

点
的

に
予

算
配

分
さ

れ
る

の
か

。

　
予

算
の

配
分

に
つ

い
て

は
、

毎
年

度
行

わ
れ

る
実

施
計

画
作

成
の

過
程

で
決

め
て

い
く
こ

と
と

な
り

ま
す

。
-
-
-

企
画

政
策

課

4
　

S
D

G
ｓ
に

つ
い

て
は

国
際

基
準

と
し

て
1
7
項

目
が

設
定

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
う

ち
の

い
く
つ

か
を

重
点

的
に

進
め

て
い

く
形

で
も

よ
い

か
と

思
う

。
　

市
民

が
S
D

G
ｓ
を

意
識

で
き

る
よ

う
な

記
載

を
検

討
し

ま
す

。
-
-
-

企
画

政
策

課

5
　

だ
れ

が
読

ん
で

も
同

じ
解

釈
が

で
き

る
よ

う
な

分
か

り
や

す
い

表
現

で
策

定
し

て
ほ

し
い

。
　

市
民

が
分

か
り

や
す

く
理

解
し

や
す

い
記

載
を

す
る

よ
う

努
め

ま
す

。
-
-
-

企
画

政
策

課

6

【
協

働
の

ま
ち

づ
く
り

と
開

か
れ

た
行

政
の

推
進

】
　

宜
野

湾
市

が
助

成
金

を
付

け
て

育
成

、
発

掘
し

た
人

材
や

N
P

O
、

任
意

団
体

な
ど

を
も

っ
と

活
用

し
て

は
ど

う
か

。
育

成
は

し
て

も
活

用
事

例
は

少
な

い
様

に
見

受
け

ら
れ

る
。

P
3
9
①

〜
⑤

の
施

策
で

は
活

用
で

き
る

取
り

組
み

も
多

数
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

辺
り

を
も

う
一

度
精

査
し

て
欲

し
い

。

　
市

の
助

成
金

な
ど

で
育

成
・
支

援
し

た
人

材
や

団
体

な
ど

今
後

市
の

事
業

で
ど

の
よ

う
に

活
用

が
で

き
る

の
か

検
討

し
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
4
0
-
4
1
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

3
8
-
3
9
】

市
民

協
働

推
進

課

7

【
効

果
的

・
効

率
的

な
行

財
政

運
営

の
推

進
】

　
職

員
が

在
宅

ワ
ー

ク
・
リ

モ
ー

ト
ワ

ー
ク

で
き

る
仕

組
み

を
導

入
し

て
は

ど
う

か
。

実
際

に
宜

野
湾

市
内

の
業

者
で

自
治

体
向

け
に

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

た
企

業
が

あ
る

。
作

業
効

率
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

思
う

。

　
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

課
題

な
ど

が
あ

り
、

現
在

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
し

て
、

検
証

し
て

い
き

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
4
5
-
4
7
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
4
-
4
5
】

行
政

改
革

推
進

室

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

(1)
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○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

8

【
『
現

状
と

課
題

』
中

、
３

段
落

目
】

　
第

三
次

宜
野

湾
市

地
域

福
祉

計
画

に
基

づ
き

、
宜

野
湾

市
社

会
福

祉
協

議
会

と
連

携
し

←
「
福

祉
」
と

い
う

概
念

が
非

常
に

小
さ

く
、

そ
れ

を
支

援
す

る
の

が
社

会
福

祉
協

議
会

で
あ

り
、

自
治

会
と

あ
る

が
、

現
在

、
地

域
で

活
動

す
る

N
P

O
の

存
在

が
あ

る
た

め
、

市
民

活
動

（
N

P
O

）
の

文
言

を
入

れ
る

の
は

ど
う

か
？

そ
れ

に
伴

い
、

P
4
7
の

指
標

で
、

N
P

O
の

立
ち

上
げ

数
を

入
れ

る
な

ど
考

え
て

も
よ

い
と

思
わ

れ
る

。
P

1
2
7
 緑

化
の

推
進

に
初

め
て

N
P

O
と

い
う

言
葉

が
出

て
く
る

の
は

非
常

に
残

念
。

緑
化

推
進

＝
N

P
O

で
は

な
い

と
思

い
ま

す
。

　
N

P
O

団
体

等
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

活
動

団
体

と
の

連
携

の
し

く
み

づ
く

り
や

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
充

実
に

よ
り

支
え

合
い

活
動

の
促

進
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
4
5
-
4
7
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
6
-
4
7
】

福
祉

総
務

課

9
【
地

域
福

祉
の

推
進

】
　

地
域

福
祉

の
分

野
に

お
い

て
、

人
材

育
成

は
急

務
で

あ
る

と
思

う
。

  
地

域
福

祉
の

分
野

の
人

材
育

成
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
4
8
-
4
9
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
6
-
4
7
】

福
祉

総
務

課

1
0

【
地

域
福

祉
の

推
進

】
　

地
域

福
祉

の
評

価
が

低
か

っ
た

点
に

関
し

て
→

地
域

清
掃

後
の

交
流

会
に

お
い

て
住

民
か

ら
同

様
の

評
価

が
あ

り
件

数
は

少
な

い
が

意
見

は
繁

栄
出

来
て

る
と

感
じ

た
。

現
在

地
域

で
も

独
居

高
齢

者
の

把
握

が
難

し
い

、
ケ

ア
ー

マ
ネ

等
に

繋
が

っ
て

い
る

方
は

良
い

が
つ

な
が

っ
て

い
な

い
方

を
ど

う
支

援
し

て
い

く
か

？
自

治
会

・
各

班
レ

ベ
ル

で
把

握
し

、
市

レ
ベ

ル
で

出
来

る
こ

と
地

域
の

力
で

出
来

る
こ

と
を

明
確

に
し

、
地

域
の

力
を

育
て

る
必

要
性

が
住

み
や

す
い

こ
と

に
繋

が
る

と
感

じ
る

　
独

居
高

齢
者

な
ど

地
域

と
の

つ
な

が
り

が
少

な
い

方
の

支
援

は
課

題
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
本

市
で

は
、

地
域

の
高

齢
者

へ
の

見
守

り
支

援
な

ど
を

行
う

「
地

域
支

え
あ

い
活

動
委

員
会

」
を

2
3
自

治
会

で
の

設
立

と
活

性
化

を
目

指
し

て
お

り
ま

す
。

地
域

支
え

あ
い

活
動

委
員

会
を

と
お

し
て

、
地

域
の

高
齢

者
の

見
守

り
支

援
を

実
践

し
、

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く
り

を
目

指
し

て
ま

い
り

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
4
8
-
4
9
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
6
-
4
7
】

福
祉

総
務

課

1
1

【
基

本
目

標
②

、
基

本
施

策
（
２

）
、

施
策

名
①

安
心

で
き

る
子

育
て

環
境

の
充

実
】

　
行

政
評

価
は

C
に

な
っ

て
い

る
が

、
こ

こ
数

年
で

市
の

待
機

児
童

は
大

幅
に

改
善

さ
れ

て
お

り
、

評
価

し
て

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
今

後
は

、
小

規
模

保
育

所
等

か
ら

の
受

入
れ

を
安

定
し

て
確

保
す

る
こ

と
が

、
大

き
な

課
題

で
あ

り
、

公
立

保
育

所
や

認
可

保
育

所
の

役
割

が
求

め
ら

れ
る

。
　

後
期

（
計

画
）
の

中
で

、
保

育
士

等
の

処
遇

改
善

が
「
完

了
・
廃

止
」
に

な
っ

て
い

る
の

が
、

園
を

預
か

る
立

場
と

し
て

大
変

心
配

な
と

こ
ろ

で
す

。

　
待

機
児

童
の

施
策

は
、

ソ
フ

ト
面

・
ハ

ー
ド

面
に

お
い

て
重

点
的

に
行

っ
て

お
り

ま
す

が
、

最
終

目
標

年
度

の
目

標
値

「
0
人

」
は

達
成

で
き

る
見

込
み

が
な

い
た

め
、

担
当

課
に

お
い

て
「
C

評
価

」
と

厳
し

く
評

価
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

は
全

国
の

好
事

例
を

参
考

に
し

な
が

ら
待

機
児

童
解

消
に

向
け

て
取

り
組

み
ま

す
。

　
「
保

育
士

の
処

遇
改

善
」
は

廃
止

で
は

な
く
、

記
載

内
容

の
変

更
と

な
り

ま
す

。
同

事
業

は
今

後
も

取
り

組
み

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
5
0
-
5
1
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
8
-
4
9
】

こ
ど

も
企

画
課

(2)



○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

1
2

【
児

童
虐

待
・
D

V
の

防
止

と
被

害
者

支
援

の
強

化
】

　
根

絶
を

め
ざ

す
た

め
に

は
人

材
育

成
と

人
員

確
保

が
必

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

市
民

団
体

な
ど

と
連

携
強

化
し

て
取

り
組

ん
で

欲
し

い
。

　
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

属
す

る
団

体
と

連
携

を
す

で
に

行
っ

て
お

り
、

研
修

会
等

を
通

し
て

支
援

者
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
5
0
-
5
1
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
8
-
4
9
】

児
童

家
庭

課
健

康
増

進
課

市
民

協
働

推
進

課

1
3

【
『
主

な
取

り
組

み
』
中

、
「
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業
の

推
進

」
に

つ
い

て
】

　
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業
で

は
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
自

立
促

進
が

図
れ

た
と

の
評

価
が

さ
れ

た
一

方
、

事
業

が
廃

止
と

な
っ

て
い

る
が

、
そ

れ
に

代
わ

る
事

業
は

ど
う

な
っ

て
い

る
の

か
。

　
ひ

と
り

親
家

庭
に

対
す

る
支

援
に

つ
い

て
は

、
よ

り
ニ

ー
ズ

が
高

く
、

自
立

に
大

き
く
寄

与
し

安
定

的
な

収
入

の
確

保
も

見
込

ま
れ

る
資

格
取

得
の

支
援

を
充

実
さ

せ
、

引
き

続
き

自
立

促
進

に
向

け
た

施
策

を
行

っ
て

い
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
5
2
-
5
3
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

5
0
-
5
1
】

児
童

家
庭

課

1
4

【
目

標
２

全
般

】
　

目
標

2
の

項
目

（
福

祉
の

分
野

全
般

）
に

お
い

て
、

も
っ

と
民

間
に

頼
る

仕
組

み
を

作
っ

た
方

が
い

い
と

思
う

。
他

の
市

町
村

と
違

っ
て

市
直

営
の

相
談

窓
口

が
多

い
様

に
感

じ
ら

れ
る

の
で

、
も

っ
と

民
間

へ
の

委
託

を
行

い
な

が
ら

福
祉

現
場

も
中

間
的

な
団

体
を

作
っ

て
い

か
な

い
と

、
市

民
相

談
の

カ
バ

ー
が

追
い

つ
か

な
く
な

り
、

潜
在

的
な

ニ
ー

ズ
が

見
え

づ
ら

く
な

る
。

　
障

が
い

者
の

相
談

に
つ

い
て

先
日

、
福

祉
関

係
者

か
ら

不
満

の
声

が
上

が
っ

て
い

る
と

の
新

聞
記

事
が

上
が

っ
て

い
た

が
、

虐
待

の
問

題
で

も
夜

間
や

休
日

に
動

け
る

団
体

と
連

携
し

な
い

と
細

や
か

な
対

応
が

で
き

な
い

。
民

間
へ

委
託

す
る

事
に

よ
り

、
役

所
職

員
が

も
っ

と
で

き
る

事
が

あ
る

と
思

う
。

　
民

間
委

託
等

に
つ

い
て

は
、

委
託

し
た

場
合

の
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

に
つ

い
て

や
受

託
が

見
込

ま
れ

る
団

体
の

有
無

等
も

検
証

し
な

が
ら

検
討

し
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

4
6
-
5
9
】

障
が

い
福

祉
課

児
童

家
庭

課
生

活
福

祉
課

(3)



○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

1
5

【
未

来
を

担
う

人
間

力
の

育
成

　
①

確
か

な
学

力
の

向
上

】
　

令
和

元
年

度
に

「
宜

野
湾

市
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
ポ

ー
ト

の
運

用
や

活
用

に
つ

い
て

」
の

方
針

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
引

き
続

き
追

記
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。

　
小

学
校

の
う

ち
か

ら
キ

ャ
リ

ア
教

育
は

必
要

だ
と

考
え

て
お

り
、

引
き

続
き

「
宜

野
湾

市
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
ポ

ー
ト

」
の

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
6
4
-
6
5
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

6
1
】

教
育

委
員

会
指

導
課

1
6

【
①

学
力

向
上

】
　

施
策

全
体

に
あ

る
の

で
、

例
え

ば
小

中
学

校
生

へ
S
D

G
ｓ
の

勉
強

を
行

う
（
仕

組
み

や
何

を
す

れ
ば

い
い

か
等

）
こ

と
を

主
な

取
り

組
み

に
入

れ
て

は
ど

う
か

？

新
学

習
指

導
要

領
に

も
S
D

G
ｓ
の

考
え

方
に

つ
い

て
ふ

れ
ら

れ
て

お
り

、
日

々
の

教
育

活
動

に
お

い
て

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
6
4
-
6
5
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

6
1
】

教
育

委
員

会
指

導
課

1
7

【
施

策
の

展
開

】
　

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

や
商

店
街

の
活

性
化

を
図

る
観

点
や

、
コ

ロ
ナ

対
策

と
し

て
金

融
の

得
意

分
野

で
あ

る
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

の
推

進
も

取
り

組
ん

で
は

ど
う

か
？

市
商

工
会

、
関

係
団

体
と

連
携

し
て

地
域

の
中

小
企

業
に

お
い

て
も

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
の

推
進

が
図

れ
る

よ
う

検
討

し
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
7
5
-
7
6
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

7
0
-
7
1
】

産
業

政
策

課

1
8

【
防

災
及

び
救

急
・
消

防
体

制
の

強
化

】
　

防
災

は
多

岐
に

わ
た

る
分

野
で

取
り

組
み

が
必

要
な

た
め

、
防

災
室

の
増

員
が

必
要

で
は

な
い

か
。

協
力

機
関

と
の

連
携

、
避

難
所

の
確

保
は

急
務

で
あ

る
と

思
う

。

　
様

々
な

分
野

の
企

業
と

協
力

連
携

が
図

れ
る

よ
う

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
8
3
-
8
5
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

7
8
-
7
9
】

市
民

防
災

室

(4)



○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

1
9

【
「
基

本
施

策
（
６

）
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

」
に

つ
い

て
】

　
高

齢
者

、
障

が
い

者
等

と
の

意
見

交
換

の
場

に
お

い
て

、
交

通
移

動
に

つ
い

て
の

課
題

が
多

く
出

て
き

て
い

る
。

他
市

町
村

で
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
な

ど
運

行
さ

れ
て

い
ま

す
。

私
は

、
移

動
問

題
は

最
重

要
課

題
だ

と
考

え
る

。
次

期
計

画
で

は
、

近
隣

市
町

村
と

の
情

報
共

有
か

ら
得

た
こ

と
か

ら
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
運

行
等

の
事

業
実

施
が

出
来

れ
ば

と
願

っ
て

い
る

。
　

予
算

に
つ

い
て

は
、

市
の

中
心

部
に

普
天

間
飛

行
場

が
あ

る
が

ゆ
え

に
派

生
す

る
課

題
な

の
で

、
基

地
対

策
費

と
し

て
国

か
ら

の
補

助
金

等
で

確
保

で
き

な
い

か
。

　
県

外
の

過
疎

地
等

に
お

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

を
運

用
し

て
い

る
自

治
体

は
増

え
て

い
る

が
、

バ
ス

利
用

者
は

減
少

傾
向

で
も

あ
り

財
政

効
果

を
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

と
推

測
さ

れ
ま

す
。

　
市

民
の

需
要

や
既

存
の

路
線

バ
ス

と
の

連
携

な
ど

を
検

証
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
9
4
-
9
5
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

8
8
-
8
9
】

市
民

生
活

課

2
0

【
「
基

本
施

策
（
６

）
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

」
に

つ
い

て
】

　
市

民
の

バ
ス

の
利

用
の

意
識

は
低

い
と

聞
い

て
い

る
が

高
齢

者
の

免
許

返
納

・
健

康
増

進
の

点
か

ら
も

地
域

へ
出

て
い

く
こ

と
の

推
進

を
考

え
て

い
く
時

、
他

市
町

村
で

行
わ

れ
て

い
る

護
佐

丸
バ

ス
の

よ
う

な
市

の
バ

ス
が

運
用

出
来

な
い

も
の

か
？

バ
ス

停
で

は
な

く
各

公
民

館
経

由
等

の
経

路
の

工
夫

で
利

用
し

や
す

い
方

法
や

予
算

に
無

理
が

来
な

い
利

用
率

を
高

め
る

方
法

を
検

討
し

て
み

た
ら

ど
う

か
。

　
県

外
の

過
疎

地
等

に
お

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

を
運

用
し

て
い

る
自

治
体

は
増

え
て

い
る

が
、

バ
ス

利
用

者
は

減
少

傾
向

で
も

あ
り

財
政

効
果

を
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

と
推

測
さ

れ
ま

す
。

　
市

民
の

需
要

や
既

存
の

路
線

バ
ス

と
の

連
携

な
ど

を
検

証
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
9
4
-
9
5
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

8
8
-
8
9
】

市
民

生
活

課

2
1

【
「
基

本
施

策
（
８

）
公

園
・
緑

地
及

び
墓

園
等

の
整

備
」
に

つ
い

て
】

　
火

葬
場

に
つ

い
て

は
、

身
内

内
に

不
幸

が
あ

っ
た

際
、

火
葬

場
の

予
約

に
時

間
が

か
か

る
な

ど
、

市
民

の
多

く
が

不
便

を
来

し
て

い
る

現
状

が
あ

る
。

建
設

場
所

、
建

設
費

用
等

多
く
の

課
題

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

が
、

早
め

に
火

葬
場

の
建

設
が

行
え

る
よ

う
に

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。

　
火

葬
場

整
備

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
9
8
-
9
9
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

9
2
-
9
3
】

企
画

政
策

課

2
2

【
施

策
①

②
】

　
国

や
県

と
の

連
携

も
必

要
で

は
あ

る
が

、
跡

地
利

用
の

核
と

な
る

商
業

施
設

（
例

え
ば

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

的
な

存
在

）
を

取
り

込
む

よ
う

な
活

動
が

必
要

で
は

な
い

か
。

　
跡

地
利

用
計

画
に

お
い

て
、

今
後

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

評
価

報
告

書
【
P

3
9
、

P
1
0
2
-
1
0
3
】

〇
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

【
P

9
6
-
9
7
】

企
画

政
策

課

(5)



○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

2
3

【
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

と
行

政
内

評
価

の
比

較
分

析
が

必
要

と
考

え
ま

す
】

　
市

民
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

重
要

度
が

低
い

と
さ

れ
、

行
政

内
評

価
で

も
重

要
度

が
「
Ｂ

」
に

止
ま

っ
て

い
る

基
本

施
策

（
ｺ
ﾝ
ﾍ

ﾞﾝ
ｼ
ｮﾝ

支
援

機
能

の
充

実
、

商
工

業
・
情

報
通

信
産

業
の

振
興

）
に

つ
い

て
は

、
施

策
自

体
の

縮
小

や
廃

止
を

検
討

す
る

べ
き

と
考

え
る

。
　

市
民

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

重
要

度
が

低
い

基
本

施
策

と
重

要
度

も
満

足
度

も
相

対
的

に
低

い
以

下
の

施
策

に
つ

い
て

は
、

総
合

計
画

の
中

で
の

位
置

付
け

や
行

政
の

民
間

の
役

割
分

担
を

踏
ま

え
て

重
要

性
を

再
検

討
し

、
後

期
基

本
計

画
で

の
改

善
点

を
よ

り
慎

重
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

　
　

国
際

・
国

内
交

流
の

促
進

、
観

光
・
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ産
業

の
振

興
、

　
　

地
域

商
店

街
の

活
性

化
、

都
市

農
業

・
漁

業
の

振
興

　
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

と
行

政
内

評
価

の
比

較
分

析
を

行
い

ま
す

。
　

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
と

行
政

内
評

価
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
に

つ
い

て
は

、
施

策
の

見
直

し
、

改
善

等
を

行
い

な
が

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

－
－

－
企

画
政

策
課

(6)



第
1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

②
宜

野
湾

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

の
効

果
・
検

証
に

つ
い

て

1

【
情

報
通

信
関

連
事

業
所

へ
の

支
援

】
　

こ
れ

ま
で

の
実

績
や

IT
関

連
事

業
も

成
熟

し
つ

つ
あ

る
こ

と
、

新
規

の
事

業
者

と
先

進
（
又

は
安

定
し

た
）
事

業
者

と
の

交
流

に
よ

る
シ

ナ
ジ

ー
効

果
が

あ
り

得
る

こ
と

を
考

慮
す

る
と

、
必

ず
し

も
創

業
者

支
援

に
重

点
を

置
く
必

要
も

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

事
業

者
に

と
っ

て
事

業
所

の
移

転
は

大
き

な
こ

と
で

あ
る

の
で

、
高

い
家

賃
を

支
払

っ
て

で
も

止
ま

り
た

い
と

い
っ

た
ニ

ー
ズ

も
あ

る
の

か
も

し
れ

な
い

。
　

例
え

ば
、

オ
フ

ィ
ス

の
賃

料
は

比
較

的
高

め
に

設
定

し
、

創
業

か
ら

の
経

過
年

数
に

応
じ

て
賃

料
の

支
払

い
を

免
除

す
る

よ
う

な
仕

組
み

（
例

：
創

業
後

3
年

以
内

は
６

割
免

除
、

6
年

以
内

は
3

割
免

除
、

7
年

目
以

降
は

全
額

支
払

い
等

）
を

設
け

、
比

較
的

高
め

の
家

賃
を

支
払

っ
て

で
も

止
ま

り
た

い
事

業
者

は
利

用
を

継
続

し
て

も
ら

う
な

ど
、

オ
フ

ィ
ス

の
活

用
方

法
を

柔
軟

に
考

え
る

こ
と

も
必

要
だ

と
思

う
。

　
ご

提
案

の
オ

フ
ィ

ス
の

家
賃

設
定

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

2
】

産
業

政
策

課

2

【
一

時
保

育
預

か
り

事
業

】
　

保
護

者
の

疾
病

・
出

産
等

の
緊

急
保

育
や

育
児

に
伴

う
心

理
的

・
肉

体
的

負
担

感
の

解
消

の
た

め
の

私
的

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
担

う
一

時
保

育
で

は
実

施
園

が
少

な
い

。
保

育
園

入
所

し
て

い
な

い
家

庭
へ

の
子

育
て

支
援

の
面

か
ら

改
善

が
必

要
だ

と
感

じ
る

。
各

公
私

立
の

保
育

施
設

に
お

い
て

保
育

士
不

足
以

外
の

実
施

に
踏

み
切

れ
な

い
背

景
の

検
証

が
必

要
だ

と
感

じ
る

。

　
一

時
保

育
に

協
力

し
て

頂
け

る
事

業
者

を
増

や
し

て
い

け
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

7
】

こ
ど

も
企

画
課

3

【
乳

幼
児

期
の

保
育

・
教

育
の

充
実

】
　

そ
ろ

そ
ろ

、
待

機
児

童
解

消
の

為
に

量
を

確
保

す
る

段
階

か
ら

、
保

育
の

質
を

保
つ

こ
と

に
重

点
を

置
く
段

階
へ

シ
フ

ト
す

る
時

期
だ

と
考

え
る

の
で

、
質

の
向

上
を

確
保

す
る

取
組

（
保

育
士

の
雑

務
を

減
ら

す
施

策
な

ど
）
も

必
要

だ
と

考
え

る
。

　
質

の
向

上
と

し
て

研
修

な
ど

を
強

化
す

る
よ

う
検

討
し

ま
す

。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

7
】

こ
ど

も
企

画
課

4

【
教

育
・
保

育
の

質
の

向
上

】
　

幼
小

中
の

連
携

の
為

の
会

議
・
研

修
が

中
学

校
区

で
行

わ
れ

た
点

は
評

価
に

値
す

る
と

感
じ

る
。

幼
保

で
の

教
育

が
後

の
学

校
教

育
に

影
響

を
与

え
重

要
性

が
大

き
い

と
国

で
も

注
目

さ
れ

る
。

新
た

な
人

材
育

成
に

お
い

て
も

教
育

の
創

造
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

幼
児

期
の

総
合

的
な

遊
び

か
ら

学
び

へ
と

繋
げ

る
こ

と
を

見
通

し
た

接
続

・
教

育
課

程
の

編
成

や
校

種
を

超
え

た
研

修
・
幼

・
保

か
ら

中
学

期
ま

で
の

連
続

的
な

教
育

の
把

握
を

担
う

セ
ン

タ
ー

や
独

立
特

化
し

た
課

を
検

討
し

て
み

た
ら

ど
う

か
。

　
県

外
の

事
例

な
ど

も
含

め
検

討
し

ま
す

。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

7
】

こ
ど

も
企

画
課

子
育

て
支

援
課

指
導

課

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

(7)



第
1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

②
宜

野
湾

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

の
効

果
・
検

証
に

つ
い

て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

5

【
教

育
環

境
充

実
等

に
よ

る
学

力
向

上
の

推
進

及
び

支
援

体
制

の
充

実
】

　
「
学

校
の

IC
T
の

推
進

」
項

目
に

お
い

て
、

実
施

状
況

が
表

記
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
で

追
記

が
必

要
で

は
な

い
か

。
　

令
和

２
年

度
は

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
最

中
で

あ
り

、
「
誰

一
人

取
り

残
す

こ
と

の
な

い
一

人
一

人
に

応
じ

た
個

別
最

適
化

学
習

に
ふ

さ
わ

し
い

環
境

を
速

や
か

に
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。
」

と
い

う
文

言
を

表
記

す
る

必
要

が
な

い
だ

ろ
う

か
。

検
討

し
て

ほ
し

い
。

令
和

３
年

度
は

「
デ

ジ
タ

ル
な

ら
で

は
の

学
び

の
充

実
」
に

つ
な

が
っ

て
行

く
か

と
思

う
。

　
総

合
計

画
は

、
実

際
の

事
業

名
や

実
施

状
況

の
記

載
で

は
な

く
取

り
組

み
方

針
等

を
記

載
し

た
計

画
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

実
際

の
事

業
内

容
は

実
施

計
画

で
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

8
】

は
ご

ろ
も

学
習

セ
ン

タ
ー

6

【
特

別
支

援
教

育
の

充
実

】
　

臨
床

心
理

士
の

巡
回

保
育

相
談

が
行

わ
れ

る
こ

と
で

気
に

な
る

子
へ

の
支

援
・
ス

ム
ー

ズ
な

就
学

支
援

に
繋

が
っ

て
い

る
。

虐
待

の
グ

レ
ー

ゾ
ー

ン
の

把
握

も
見

え
て

き
て

保
育

施
設

・
児

童
家

庭
課

と
の

連
携

も
良

く
な

り
評

価
に

値
す

る
。

　
今

後
も

同
事

業
を

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

9
】

指
導

課

7

【
（
３

）
結

婚
、

出
産

、
子

育
て

の
分

野
】

　
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

家
庭

内
で

の
D

V
が

増
加

傾
向

に
あ

る
が

、
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

に
は

、
保

育
所

や
学

童
ク

ラ
ブ

・
公

民
館

等
の

地
域

と
連

携
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
が

大
切

だ
と

思
う

。

　
保

育
所

や
学

童
ク

ラ
ブ

・
公

民
館

等
の

地
域

と
連

携
し

た
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

9
】

児
童

家
庭

課
こ

ど
も

企
画

課
子

育
て

支
援

課
市

民
生

活
課

8
　

要
配

慮
者

の
行

動
支

援
者

名
簿

に
は

あ
る

程
度

の
人

た
ち

の
登

録
が

行
わ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
個

別
計

画
が

3
5
名

と
な

っ
て

お
り

、
早

期
に

個
別

計
画

が
策

定
さ

れ
る

よ
う

、
具

体
的

な
数

値
目

標
が

必
要

で
は

な
い

か
。

　
個

別
計

画
が

策
定

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

9
】

福
祉

総
務

課

(8)



第
1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

②
宜

野
湾

市
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

の
効

果
・
検

証
に

つ
い

て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

9

【
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
自

立
支

援
】

　
ひ

と
り

親
家

庭
は

、
経

済
的

、
時

間
的

、
精

神
的

余
裕

が
な

か
な

か
持

て
な

い
た

め
、

経
済

的
自

立
支

援
だ

け
で

な
く
、

親
が

時
間

的
・
精

神
的

余
裕

を
持

て
る

よ
う

な
支

援
策

（
取

組
）
も

必
要

だ
と

考
え

る
。

家
庭

へ
の

夕
食

時
の

弁
当

配
達

事
業

な
ど

は
地

域
で

の
見

守
り

も
兼

ね
ら

れ
る

た
め

、
子

ど
も

の
貧

困
対

策
や

虐
待

防
止

に
も

つ
な

が
り

、
有

益
で

は
な

い
か

。

　
ひ

と
り

親
家

庭
を

含
め

、
支

援
の

必
要

な
家

庭
に

対
し

、
子

育
て

し
や

す
い

環
境

と
な

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

宜
野

湾
市

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

令
和

元
年

度
効

果
検

証
シ

ー
ト

【
P

1
0
】

児
童

家
庭

課
生

活
福

祉
課

1
0

【
S
D

G
ｓ
に

つ
い

て
】

　
S
D

G
ｓ
の

基
本

方
針

と
し

て
、

す
べ

て
の

人
が

関
わ

る
こ

と
を

テ
ー

マ
に

し
て

い
る

事
か

ら
、

市
民

全
体

で
取

り
組

め
る

事
項

が
あ

っ
て

も
い

い
の

か
な

と
思

う
。

例
え

ば
、

マ
イ

ボ
ト

ル
を

使
う

、
挨

拶
を

す
る

等
、

特
に

わ
か

り
や

す
い

の
は

１
日

1
個

ご
み

を
拾

う
と

か
の

テ
ー

マ
を

宜
野

湾
市

独
自

で
掲

げ
る

の
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。

　
各

施
策

で
市

民
が

S
D

G
ｓ
を

意
識

で
き

る
よ

う
な

計
画

を
策

定
し

ま
す

。
－

－
－

企
画

政
策

課
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○
第

1
回

宜
野

湾
市

振
興

計
画

審
議

会
に

お
け

る
質

疑
・
意

見
・
提

言
内

容
　

対
応

表

①
第

四
次

宜
野

湾
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

に
つ

い
て

N
o
.

意
見

等
の

概
要

市
の

考
え

方
関

連
ペ

ー
ジ

関
係

部
署

開
催
日
時
：
令
和

2年
9月

29
日
（
火
）

15
：

00
〜

17
：

00

開
催
場
所
：
庁
議
室

2
3

【
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

と
行

政
内

評
価

の
比

較
分

析
が

必
要

と
考

え
ま

す
】

　
市

民
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

重
要

度
が

低
い

と
さ

れ
、

行
政

内
評

価
で

も
重

要
度

が
「
Ｂ

」
に

止
ま

っ
て

い
る

基
本

施
策

（
ｺ
ﾝ
ﾍ

ﾞﾝ
ｼ
ｮﾝ

支
援

機
能

の
充

実
、

商
工

業
・
情

報
通

信
産

業
の

振
興

）
に

つ
い

て
は

、
施

策
自

体
の

縮
小

や
廃

止
を

検
討

す
る

べ
き

と
考

え
る

。
　

市
民

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

重
要

度
が

低
い

基
本

施
策

と
重

要
度

も
満

足
度

も
相

対
的

に
低

い
以

下
の

施
策

に
つ

い
て

は
、

総
合

計
画

の
中

で
の

位
置

付
け

や
行

政
の

民
間

の
役

割
分

担
を

踏
ま

え
て

重
要

性
を

再
検

討
し

、
後

期
基

本
計

画
で

の
改

善
点

を
よ

り
慎

重
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

　
　

国
際

・
国

内
交

流
の

促
進

、
観

光
・
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ産
業

の
振

興
、

　
　

地
域

商
店

街
の

活
性

化
、

都
市

農
業

・
漁

業
の

振
興

　
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

と
行

政
内

評
価

の
比

較
分

析
を

行
い

ま
す

。
　

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
と

行
政

内
評

価
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
に

つ
い

て
は

、
施

策
の

見
直

し
、

改
善

等
を

行
い

な
が

ら
事

業
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

－
－

－
企

画
政

策
課

(6)



市民アンケート及び行政内評価のクロス集計について 

 

 総合計画策定主任連絡会議（次長級）及び総合計画策定委員会（部長級）、振興計画審議

会にて質疑のありました、市民評価と行政内評価のクロス集計について、以下のとおり市

民アンケートの重要度・満足度をそれぞれ A 評価から D 評価に区分し、行政内評価の重要

度・達成度と比較を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

➌市民満足度が高く、市民重要度は低い。 
施策内容の効率化を図りつつ、 
継続的な取り組みが期待される。 
【施策一覧】 
「 2 男女共同参画の推進」 
「 3 国際・国内交流の推進」 
「11 健康づくりの推進」 
「14 地域活動を通じた学びの充実と文化の

継承」 
「15 観光・リゾート産業の振興」 
「16 コンベンション支援機能の充実」 
「20 都市農業・漁業の振興」 
「24 公害・環境衛生対策の推進」 
「31 平和行政の推進」 

➍市民満足度が低く、市民重要度は低い。 
市民ニーズの把握に努め取り組みの改善を
図り、 
市民満足度の向上を図る必要がある。 
【施策一覧】 
「17 地域商店街の活性化」 
「18 商工業・情報通信産業の振興」 
「19 企業立地と多様な働き方による就労の促

進」 
「28 公園・緑地及び墓園等の整備」 

➋市民満足度が低く、市民重要度は高い。 
市民ニーズに施策が応えられておらず、施
策の見直しの検討が必要。 
【施策一覧】 
「1 協働のまちづくりと開かれた行政の推進」 
「 4 効果的・効率的な行財政運営の推進」 
「 5 地域福祉の推進」 
「 6 子育て支援・子育て環境の充実」 
「 7 児童虐待・DV の防止と被害者支援の強化」 
「10 生活困窮世帯への支援・労働福祉の推進」 
「12 未来を担う人間力の育成」 
「25 快適な生活環境の整備」 
「26 交通ネットワークの整備」 
「29 基地問題への対応」 
「30 基地跡地利用の推進」 

➊市民満足度が高く、市民重要度も高い。 
市民ニーズに施策が応えられており、 
継続した取り組みが求められる。 
【施策一覧】 
「 8 障がい者（児）福祉の充実」 
「 9 高齢者介護・福祉の充実」 
「13 地域に開かれた学校づくりの推進」 
「21 防災及び救急・消防体制の強化」 
「22 交通安全・防犯対策の強化」 
「23 環境保全と循環型社会の形成」 
「27 上・下水道の整備」 

(10)
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凡例

　施策体系別設置数

基本目標 基本施策

6 31 A B C D

行政
評価

市民
評価

行政
評価

市民
評価

基本目標 基本施策
重要
度

達成
度

担当部署 重要度 重要度 達成度 満足度 SDGｓ

① 市民参加の促進 B B 市民協働推進課

②
自治会等協働の主体の
育成・支援

A B 市民生活課

③
協働による取り組みを
しやすくするための
環境整備

B B 市民生活課

④ 広報活動の充実 A B 秘書広報課

⑤ 広聴活動の充実 A B 企画政策課

①
男女共同参画社会の
実現に向けた意識啓発と
平和な社会づくり

A A

市民協働推進課
指導課
子育て支援課
児童家庭課

②
男女がともに能力を
発揮するための
意識づくりと環境づくり

A A
市民協働推進課
児童家庭課

① 多彩な交流機会の創出 B C 市民協働推進課

②
国際感覚豊かな
市民の育成

A B 市民協働推進課

③ 多文化共生地域づくりの推進 A C 市民協働推進課

④
ICT利活用による市民の
利便性向上と業務の効率化

B B 行政改革推進室

⑤
行政が担うべき役割の
明確化と組織づくり

A B 行政改革推進室

⑥ 人材の育成・確保 A B 人事課

⑦
自主性・自立性の高い行財政運営
の推進

A B

税務課
納税課
財政課
上下水道局

⑧ 行政広域化への対応 B B 行政改革推進室

① 福祉に対する意識の向上 A C 福祉総務課

②
支え合いの仕組みと
拠点・体制づくり

A B 福祉総務課

③ 権利擁護と相談対応等の充実 A C 福祉総務課

① 安心できる子育て環境の充実 A C
こども企画課
子育て支援課
児童家庭課

②
児童の健全育成に向けた取り組み
の充実

A B こども企画課

③ ひとり親家庭への自立支援の推進 A B 児童家庭課

① 児童虐待等の予防と対応 A B
健康増進課
児童家庭課

② ＤＶの防止と被害者支援の強化 A B
児童家庭課
市民協働推進課

① 相談支援・連携体制の構築 A C 障がい福祉課

② 自立に向けた住環境・就労支援 A B 障がい福祉課

③ 障がい児への早期支援 A B 障がい福祉課

④ 日常生活支援の充実 A B 障がい福祉課

①
高齢者の社会参加や生きがいづく
りの充実

A C 介護長寿課

②
介護予防・日常生活支援総合事業
の推進

A B 介護長寿課

③ 地域包括ケアシステムの構築 A B 介護長寿課

施策名

１：市民と行政
　　が協働する
　　まち

（1）協働の
    まちづくりと
　　開かれた行政の
　　推進

A B

（3）国際・国内
　　交流の推進 A C

第四次宜野湾市総合計画　前期基本計画
「行政内評価及び市民評価結果一覧」

施策名

91

（4）効果的・効率
　　的な行財政
　　運営の推進

A B C

C

（2）男女共同参画
　　の推進 A A B

（2）子育て支援・
    子育て環境の
    充実

A C C

２：健康で、安心
　　して住み続け

　られるまち

（1）地域福祉
　　の推進 A C C

（3）児童虐待・
　　DVの防止と
　　被害者支援
　　の強化

A B

（5）高齢者介護・
　　福祉の充実 A B BB

C

（4）障がい者(児)
    福祉の充実 A C

B

B

行政A
市民A

行政B
市民B

行政C
市民C

行政D
市民D

B

C

D

A

B

A

A

A

(11)



行政
評価

市民
評価

行政
評価

市民
評価

基本目標 基本施策
重要
度

達成
度

担当部署 重要度 重要度 達成度 満足度 SDGｓ施策名

① 低所得者福祉の充実 A C 生活福祉課

② 子どもの育ちの保障と充実 A B 生活福祉課

③ 国民年金制度の周知 B B 市民課

① 健康づくり活動の充実 B C 健康増進課

② 疾病予防対策の強化 A C 健康増進課

③ 医療費適正化の推進 B C 国民健康保険課

④ 母子保健活動の推進 B B 健康増進課

⑤ 国際医療拠点構想の推進 A C 西普天間跡地対策室

① 確かな学力の向上 A B

子育て支援課
産業政策課
青少年サポートセン
ター

② 豊かな心・健やかな体の育成 A B

青少年サポートセン
ター
はごろも学習センター
健康増進課

① 地域と連携した教育活動の充実 A A
生涯学習課
青少年サポートセン
ター

② 教職員の指導力の向上 A B はごろも学習センター

③ 教育環境の充実 B C
はごろも学習センター
施設課

① 生涯をとおした学びの推進 A B
市民図書館
生涯学習課

② 郷土を学びつなぐ環境の充実 A A 文化課

① 観光資源の創出と拡充 A A
観光農水課
産業政策課

②
観光情報の発信及び観光推進組織
の連携

B C 観光農水課

①
コンベンション・リゾート環境の
整備・充実

B C

企画政策課
産業政策課
観光農水課
都市計画課

②
受入態勢の強化及びプロモーショ
ン活動の充実

B B
産業政策課
観光農水課

①
地域の特性を活かした商店街づく
りの促進

A B 産業政策課

② 商業環境の充実 A B 産業政策課

① 経営革新・新事業の創出支援 B B 産業政策課

② 情報通信関連事業者の立地促進 A C 産業政策課

③
産学官金連携、異業種連携による
新事業の創出

B C 産業政策課

① 企業立地の促進 A C 産業政策課

② 人材育成の推進 A B 産業政策課

③
各種就業支援及び就業環境整備の
推進

B C 産業政策課

① 都市農業の振興 A B 観光農水課

② 漁業の振興 A B 観光農水課

２：健康で、安心
　　して住み続け

　られるまち

（6）生活困窮世帯
　　への支援・
　　労働福祉の推進

A C C

（2）地域に開かれた
　　学校づくり
　　の推進

A B B

（7）健康づくり
　　の推進 B C A

B

C

３：文化を育み、
　　心豊かな
　　人を育てるまち

（1）未来を担う
　　人間力の育成 A B C

（3）地域活動を
　　通じた学びの
　　充実と文化の
　　継承

A AD

（6）都市農業・
　　漁業の振興 A B BD

４：地域資源を
　　活かした、
　　活力あるまち

（1）観光・リゾート
    産業の振興 A C B

（2）コンベンション
　　支援機能の充実

（5）企業立地と
　　多様な働き方
　　による就労の
　　促進

A C C

（4）商工業・
　　情報通信産業の
　　振興

B C C

（3）地域商店街の
　　活性化 A B D

D

B C AD

D

D

C

B

A

B
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行政
評価

市民
評価

行政
評価

市民
評価

基本目標 基本施策
重要
度

達成
度

担当部署 重要度 重要度 達成度 満足度 SDGｓ施策名

①
防災体制の強化と避難行動要支援
者の避難支援

A B 市民防災室

②
市民の防火安全意識の高揚と事業
所の自衛消防力の強化

A B 消防本部予防課

③ 消防体制の強化 A B 消防本部警防課

④
救急体制の拡充と応急手当等の普
及・啓発

A B
消防本部警防課
介護長寿課

① 交通安全対策の強化 B B
市民生活課
土木課

② 防犯対策の強化 B B 市民生活課

① 環境思想の普及・啓発 B C 環境対策課

② ごみの減量化・再資源化の推進 B C 環境対策課

③ 地球温暖化対策の推進 B B 環境対策課

① 水質汚濁・悪臭防止対策の推進 B B 環境対策課

② 騒音・振動防止の対策 B B 環境対策課

③ 大気汚染防止の推進 B B 環境対策課

④
ペットの適正飼養の普及啓発、ハ
ブ・害虫等対策の強化

B B 環境対策課

① 適切な土地利用の規制・誘導 B C 都市計画課

② 都市基盤の整備 B B
市街地整備課
都市計画課

③ 住宅・住環境の整備 A B
建築課
市民課

① 生活道路の整備・拡充 A B 土木課

② 基地関連道路の整備 A C 土木課

③ 幹線道路の整備 A C 都市計画課

④ 新交通システムの構築 A B
企画政策課
市民生活課

① 上水道の整備 A B
上下水道局
水道施設課

② 下水道の整備 B B
上下水道局
下水道施設課
業務サービス課

① 都市公園の整備 B B 都市計画課

② 都市公園等の維持・管理運営 A C 施設管理課

③ 緑化の推進 C B 都市計画課

④ 墓園等の整備 B C
環境対策課
都市計画課

①
普天間飛行場の一日も早い閉鎖･
返還の実現に向けた取り組み

B B 基地渉外課

②
普天間飛行場が返還されるまでの
間の危険性除去及び基地負担軽減
の実現に向けた取り組み

A C 基地渉外課

① キャンプ瑞慶覧跡地利用の推進 B C
まち未来課
西普天間跡地推進室

② 普天間飛行場跡地利用の推進 A B まち未来課

① 平和思想の啓発・発信 A A 市民協働推進課

② 平和学習の環境づくり A A 市民協働推進課

（2）交通安全・
　　防犯対策の強化 B B B

A

A

５：安全・快適で、
　　持続的発展が
　　可能なまち

（1）防災及び救急・
　　消防体制の強化 A B A

（3）環境保全と
　　循環型社会
　　の形成

B C

（4）公害・環境衛生
　　　対策の推進 B B B

（6）交通ネット
　　ワークの整備

（5）快適な
　　生活環境の整備 B B C

（8）公園・緑地及び
　　 墓園等の整備 B C CC

（7）上・下水道
　　の整備 A B BA

（2）基地跡地利用の
　　 推進 A C C

A

A

６：平和をつなぎ、
　　未来へ
　　発展するまち

（1）基地問題への
     対応 A B D

（3）平和行政の推進 A BD

B CA B

B

B

C

B

A

(13)


